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HITAC M-880プロセッサグループ

1990年代の大形コンピュータシステ

ムは,地王堅的に分散したコンピュータ

をネットワーク結合した｢広域分散シ

ステム+が‥般的になってくると考え

られる｡

このような環J菟下で,大形プロセッ

サはシステム全体グ)マネージャ,デー

タベースサーバ,高速アプリケーショ

ンセンタとしての役割を果たすため高

い処王聖能力を必要とされる｡

せチャーこ′ヤ一汁

M-880プロセッサグループは,この

ようなニーズに対ん占して開発した超大

形プロセッサグループである(図1)｡

主な特長は,次のとおりである｡

(1)16Tバイト(16兆バイト)の大規模な

仮想メモリを実現するアーキテクチャ

M/ASA(MseriesAdvancedSystem

Architecture)を標準装備している｡

(2) 4種のモデル製品化により,所要

図I M-880プロセッサ

グループ

処理能力にJ応じた最適なモデル導入が

容易である｡

(a)ダイアディックプロセッサ

(b) 2式の独立したシステムに分割

可能な2ウェイブロセッサ

(C) 3ウェイブロセッサ

(d) 2式の独立したシステムに分割

可能な4ウェイブロセッサ

(3)一最新の半導体･実装技術による超

高速処理の実現

(a)1フ了2,000ゲート/チップ,遅延

時間70psの論理LSI

(b)64kビット/チップ,アクセス時

間1.6nsのRAMと2万ゲートの論理

回路を持つ論理内蔵LSI

(C)約10cmXlOcmのサイズに36偶

のLSIを搭載した｢高密度モジュー

ノレ+

以上の技術と論理方式上のく+､うに

より,下位グノレープ機のM-680Hに対し

約3-5.5倍の性能を実現した｡)

(日東製作所 コンピュータ事業部)

日立パケット交換ネットワークPS400システムのラインアップを強化

中小規模ネットワークに対応
日二弦パケット交換ネットワークPS400

システムは,高速件,高伝来副生,オン

ライン増設などの柔軟な拡張性や,一

元管理の行える優れた運用性などオン

ラインネットワークに必要な機能を備

えた企業の基幹ネットワーク用パケッ

ト交換装置である｡

F】皆パケット交換ネットワークの導

入は,銀行や証券会社などの大規模な

コンピュータシステムで進んできたが,

最近では中･小規模のコンピュータシ

ステムでも,システムの移行やホスト,

端末の増設がスムーズに行えるパケッ

ト交換網導入の気運が高まっている｡

区Il 日立パケット交換装置

｢HN-3410シリーズ+

これらのニーズに対んむするため,中･

小規模ネットワーク対応の低価格パケ

ット交換装置を開発した(図l)｡

また,さらに全機種を対象にレンタ

ル販売も開始し,よりいっそうの導人

経費の低減を図った｡

1.主な年寺長

(1)中･小規模ネットワークの特長

(a)低価格=従来機種の約÷の価格
(b)省スペース:従米,別筐(きょ

う)体が必要であったネットワーク管

理機能を,パケット交換装置に組み

込み省スペース化を図った｡

表l 日立パケット交換ネットワークの概要

(c)大規模ネットワーク用の従来機

種とまったくl司一のアーキテクチャ

であり,従来機種と組み合わせてネ

ットワークが構築できる｡

(d)小規模からスタートし,システ

ムの成長に合わせて中規模,大規模

へとフィールドアップグレードが行

える｡

2.主な仕様

Ll立パケット交換ネットワークの主

な仕様を衰1に示す｡

(日立製作所 情妻板事業本部 ネットワー

ク技術本部)

項 目 大規模ネットワーク 中規模ネットワーク 小規模ネットワーク

ノード当たりの処理能力 最大6.800pps 呆大3′20Dpps 最大200pps

ノード当たりの収容回線数 最大し088回線 最大512回線 最大32回線

集 中 網 管 理 機 能 PS400/NCSで管王里 パケット交換装置に内蔵 小形パケット交換装置に内蔵

管 理 ノ ー ド 数 最大100ノード 最大20ノード 最大20ノード

冗 長 構 成

基本部:二重化

【司線制御部:〃十一重化

(〟≦3)

基本部:二重化

回線制御部:〃十一重化

(〃≦3)
一重
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二重壷顧二二二二二二]

日立パーソナルCAD"GMM-1000”

パーソナルCAI)は,ハードウェアの性

能向上とソフトウェアの機能向上に伴

い,設計,特に製図業務の重要なOA化

ツールとして企業への導人が進んて～､る｡

こうLた中で,見積積算や図面管理とい

った設計の付帯業務への適用,顧客業務

にマッチした専用システム構築のため

の専用機化機能の強化,が強く望まれて

きた｡これらのニーズにこたえるため

に,32ビットCPU,U本語MS OS/2滋)

を採用し,大幅な機能強化を陛lった

GMMシリーズの最上位機種``(;MM-

1000''を開発した(図1)｡

1.主な特長

(1)製図業務から設計業務への展開

(a)個々の凶形に価格や形式などの

ユーザー独自の情報を付加できる｢ユ

ーザー属性機能+や複数図形を一凶

区Il 日立パーソナルCAD``GMM-1000”

形として扱える｢グループ機能+に

よって,部品集計などへの腱開を口J

能とした｡

(b)図面テし-一夕を【※l向番号,作成者な

どの各種の情報で管理･検索できる｡つ

(2)専用機化機能の強化

ユーザーの習熟度に合わせ,(a)マク

ロジェネレータ,(b)スーパーマクロ,

(c)ユーザーインタフェースの3段階の

専用機化のツールを準備した｡特にス

ーパーマクロは,従来の未定義マクロ

に比べ1墳算速度で5倍,サポート関数

で3倍を実現した｡

(3)製図機能の強化

一画面中で2枚の陛l面を配置･編集

できる｢マルチ図面機能+や部品表な

どの作成を簡単に行える｢表機能+を

実現したほか,領域長や作図可能図形

数の制限の廃止,ウインドウ倍率を志
から1ガ倍まで可能とした｡

(日立製作所 OA事業部)

※) MS()S/2は,米国マイクロソフト社

の商標である｡

日本語ワードプロセッサ｢ワードパルTF700/TF600+

最近,ワードプロセッサ(以‾卜,ワー

プロと略す())文化の浸透と周辺機器の

充実により,パーソナルワープロから

ビジネスワープロまで,高品位印刷に

対するニーズが高まってきている｡こ

のようなニーズに対んむするため,レー

ザプリンタネットワークへの]妾続を可

能にしたビジネス普及機として,ワー

ドパルTF700/TF60()の2機種を発売し

た(図1)｡これにより,スーパー3000

からLF500までの仝ビジネスワープロが,

レーザプリンタへ接糸売が可能になった｡

1.主な特長

(1)高精細で大量印刷に対応する40n

dpiのレーザプリンタ,jうよびノ左価な24n

dpiのレーーザプリンタに接続して,ネッ

∈∴ウ1∴∴】り.i.,1-/

トワークの構築が可能である｡

(2)約15‾万例のAI用例と構文意味解析

手法により,‾文脈に治って止しく変換

できるAI仮名漢字変換機能を搭載L

た｡

(3)情報量にあわせて,画面の表示を

表l 主な仕様

図l ワードパルTF700(左),ワードパルTF600(右)
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24/16ドットに切F)伴えが可能である｡

2.主な仕様

ワードパルTF7n()/TF600の主な仕様

を表1にホす｡

(日立製作所 OA事業部)

項 目 仕 様

入 力 自動･一括･複数仮名漢字変換

表 示
】4インチ白黒反転CRT(TF700)

lZインチ白黒反転CRT(TF600)

記 憶
3.5インチフロッピーディスク(l.6Mバイト)×2台

約250ページ

辞 皇

複合語含む約J50′000語(基本辞書:約60′ODO語

うち片仮名辞書:約9.400語)

ユーザー登鐘辞書:約2′000語

A l 模 能 Al用例:約150′000例 構文意味解析手法

編 集･校 正

表示切替(16/24ドソト),図形,グラフ,イラスト,数式,

計算,フレキシブル作表機能(自動作表機能),文書比

較,定形文書編集,ヘルプ機能,一時保存(自動･手

動),メモ機能,構成支援機能,英文処理など

印 刷
定形フォーム印刷,自動レイアウト印刷,グループ印刷,

半角組み印刷など

そ の 他
並行処理*,学習システム,ホルダー機能,学習機能な

ど

寸法

質量

キーボード 幅470×奥行き210×高さ引mm 約2kg

ディスプレイ･本体
TF700:幅340×奥行き350×高さ400mm,約14kg

TF600:幅3了5×奥行き370×高さ285mm,約】2kg

注:*(レーザプリンタでは不可)
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[二ニコ嚢萱麺夏至]

小･中規模プログラマブルコントローラ"HIZAC H-200”

近年,PC(プログラマブルコントロー

ラ)は,産業界グ)FAやCIM(コンピュー

タ統fナ′‾卜産)システムの市場拡人に伴っ

て順調に需要が伸びている｡特に需要

がて｢ヰく20%以上の試いペースで拡大し

ている′トLト1規模PC(プログラム谷量が

2～81くワード)では,高機能化や低価

格化,使い勝手の向上が強く望まれて

きた｡これらのニーズに対J心するため,

HIZAC Hシリーズの■汀-ぞろえ強化の一

f芯と してHIZAC H-2()∩を開発した

(図1)｡

1.主な王特長

(1)1.5ドSの舐速応答

■､1りH16ビットプロセッサにより,某

本命令を1.5l⊥Sで処理できる｡また,ダ

イレクト入山力処J理‾方式のj采用により,

il一占適応答が実現できる｡

(2)わかりやすいプログラム言語

符術続符や論現損貸,比較などをわ

かりやすい数式の形でプログラム‾吋能

である｡プログラミングや試運転の効

ヰてが大幅にl叶卜する｡

(3)優れた拡張性

恭イこⅠ/0ノ∴t二数は256ノ∴】二であるが,リモ

ートⅠ/0を4台使J一日すれば最大704ノたま

で拡張できる(} また,プログラム苓呈

も7.6kステップを標準装備し余裕を持

丈二せ7こ｡

(4)カレンダー時計内蔵

内蔵グ)カレンダー時計で,曜日や時

刻にJ心じたリアルタイム制御が可能で

ある【つ

(5)プログラミング装道の八用化

L対ホ人ノJ装置や携帯図ホプログラマ

などのプログラミング装置は,現i允【11一-

｢1-1シリーズ+のものが使用できるよう

▼取

図I HIZAC H-200

′

共用化を図った｡

2.主な仕様

表1にH-200の_+iな仕様をホす｡

(H‾‾､t製作所 商-㌔7卜J終業郎)

表l 主な仕様

項 目 仕 様

処理速度

基本命令 l.5トIS

算 術･ 数十マイクロ秒～

応用命令 数千マイクロ秒

ユーザープログラム 了.6kステッ7L'(内蔵RAM)
メモリ 7.6kステップ(EPROM)

命令数

基本命令 13種

算術･

応用命令
44寿重

外部入出力点数

最大256点

(基本システム時)

最大704点

(リモートけ0ノ使用時)

内 部 出 力 点 数 6′D80点,I,280ワード

タイマ,カウンタ点数 合計51Z点

カ レンダー時計
年,月,日,曜日,時,

分,秒

プロ グラム方式 命令語,ラダー図

プログラミング装置

師入力装置
rHシリーズ+

携帯図示プログラマと共用

命令語フログラマ

現金自動取引装置の店舗外設置用カプセルブース

最近ATM/CDの店舗外一没讃規制の

綻仙により,店舗外に設讃して無人逆

転ができるブースのニーズが高まって

おり,ノ左全作に対する配慮も従来に増

し強く貿求されている｡

/トl口IATM/CDを常業11引瑚が終わる

と90度回転させ,βガ犯パネルで安全に

i;ガ‾i推するノJ▲式を採用して,セキュリテ

ィの1｢り卜を1ズ1るとともに,保亡二〕二作‡紫時

は180度l叫転させることにより,後【所ス

ペーースが不安となる現/余日動月東リl巷さ括三

川カプセルブースを開発した(区=)r)

1.主な特長

(1)セキュりティへの対I芯

(こl)閉ノ.1i綬はいり転ノノ式により,防犯

パネルでATM/CDを一女仝に一班古聾す

るL_,

(l))イ米!､1:♭i吾を?‡三三側に設けることに

より,セキュリティの向上を凶る｡

(2)布端な.没諦引生

(a)巾1転ブナ1二(Cり採J仇二より,後1何の

仰守スペー1スを確保する必要がない

ため,設置l白i積の省スペース化を†実

現した｡

(3)無人連川′＼の対んむ

(a)警備会社システムとの連動によ

り,ノ元の解錠･施錠,ATM/CDのて宣

源オン･オフ,Al｢M/CDのl■■l転など,

-･連の閃･閉店作業を口重仙勺に行う

ことができる-♪

+ ニーr+て一一㌦

区= 現金自動取引装置用カプセル

フースHT-2879

(4)利川環境の向_卜

(a)周囲にマッチするよう,シンフ

ルで現代的なデザインを施している‥

2.主な仕様

カプセルブースHT-2879の主な什様

を表1に示す〔_〕

(H｢試製作†叶 コンピュータ■jf･栄一たに)

表l 主な仕様

項 目 ATM用 CD用

寸 法

幅 2′O10mm l′馴Omm

奥行き 2′610mm 2′310mm

高 さ Z′650mm Z′650mm

質 量 l′500kg l′400kg

電 圧 単相AC100〉,⊥川%

周 波 数 50Hzまたは60HzlO.5Hz

所要電力

(作動時)

自動機 最大l′700VA 最大l′400〉A

ブース 最大2′700VA 最大2′700VA

設 置 形 態 基礎工事上に設置

保 守 エ リ ア 前面(客室兼用)

引 込 電 力 線 単相3練武100〉,50A

搭 載 自 動 機

HT-2806

HT-2807

HT-2807/S

HT-2801

HT-2802
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日立冨冨特許

無軌道式超音波探傷装置
1.本発明の背景

原‾r力発電所の圧力茶器では,その溶

接部の健全ノlで1三を確保するために定期的

に超音波探傷している(,ニの種の装讃は,

(1)蒲下せずに確実にノ亡行できる,

(2)探傷位置を止確に把握できる,

クローラ

超音波探触子

溶接線_′

/スル

/＼

ト馳
受光器

/

溶接線

圧力容器

受光器

図l 無軌道式超害う皮探傷装置

二とが要求される(つ

従来では,プラント紐設時にあらか

じめ軌道を敷設し,その軌j主上を超音

波探触-f一をj吉成した走行車を移動させ

ている｡

しかし,従来技術では,(1)溶接部に

沿っての軌動敷設に多大の臥H呂jと費用

がかかること,(2)探傷付二置を走行車臼

体の移動足巨離で求めているので,一位帯

検出精度が悪い,という問題があった｡)

本発明は,このような問題を解決し,

軌動が不要でかつ探傷位置精度の高い

装置を提供する｡

2.本発明の概要

無軌道式超斉波探傷装置の･-一例を

図1に示す｡本装置の走行車は,その

両側にイ鼠石を稜数個連結したクローラ

と超音波探触子とで構成する｡この結

米,多数の磁石による分散保持と磁石

ノJの総和による強力な保持力により,

i容接線などの凹ハがあっても確実な走

行が可能となる｡

心行車の位置検ヱ_hは,電動機の【叶転

数で決まる射1対的な位置情報と,走行

中に非接触な絶対的な位置情報(図1

では走行中上の旋阿する発)ヒ器の光を

走行車とは独立に移動可能な部分に設

けた二つの′受光器で検出)で行う｡そこ

で,ノズルなどの障害物があって絶対

的な位置情報が使えなくなっても,i何

位置情報を相補的に利用することで,

常に精度の高い位置検出が‾叶能となる｡

3.特長･効果

本発りjの裳帯は,軌道なしで二次フ亡

面上を確実に走行し,その探傷位置を

止確に検州できる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第15】7960号

(特公昭63-67137号)

｢超音波採傷装置+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式会社日立製作所 〒川0東京都千代田区丸の内一丁目5番l号(新丸ビル)電話(03)214-3…(直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グループ

日立評論 Vol.72 No.11予定日次

■特集 ビジネス分野におけるAlシステムの構築と実用化

AI芙J【J化の動向と†1立製作所の取り組み

エキスパートシステム技術の動向

AI基本技術の動向

システムATで開〈新Lし一帖報システム

エキスパートシステム構築川ミドルソフトウェアの開発

エキスパートシステム構築標準-‾r順"ESGUIOE''
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枚募偵アドバイスシステム

う絹虫取引のための意思ブ火;E_上桟エキスパートシステム

新金融而占J一間発_支援システム｢人オくん+の開発

【⊥l動中辛故過火相殺剖fナ認定上枝エキスパーートンステム
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テレビスポットエキスパートシステム"1)LANES2''

ポリエステル樹脂二L二程スケジューリングエキスパーートンステム

l`l軌fミ何軒による納期kり答エキスハートシステム

システムキ､ソナン軽装 スパーートンステム

CP′1'製造小良診断エキスバーートンステム
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ュール･ポワロ登場
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